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開催要項

開催日:2010年11月26日（士）・会場：川崎市市民ミユージアム

神奈川県考古学会副会長中村若枝10:OO～10:O5 開会挨拶

調査・研究発表

大和市月見野遺跡群上野遺跡第14地点

株式会社盤古堂小池聡氏

相模原市津久井城跡荒久地区

相模原市教育委員会鯉渕義紀氏

10:05～10:35

10:35～11 :05

11：05～11：15休憩

11：15～11 :45横浜市仏向貝塚・仏向遺跡・仏向町遺跡

公益財団法人かながわ考古学財団阿部友寿氏

11：45～12:15伊勢原市西富岡・向畑遺跡

公益財団法人かながわ考古学財団新山保和氏
12：15～13：30昼休み

13:30～14:OO南足柄市五反畑遺跡

東京大学大学院総合文化研究科特任研究員杉山浩平氏

東京大学地震研究所金子隆之氏

14:OO～14:30川崎市下原遺跡

有限会社吾妻考古学研究所大坪宣雄氏

14:30～15:OO海老名市河原口坊中遺跡

公益財団法人かながわ考古学財団池田治氏
15：00～15：10休憩

15: 10～15:40鎌倉市下馬周辺遺跡

公益財団法人かながわ考古学財団植山英史氏

15:40～16:10小田原市小田原城八幡山古郭東曲輪第皿地点

小田原市役所渡辺千尋氏

16: 10～16:40横浜市三溪園|日松風閣

横浜都市発展記念館青木祐介氏

公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団埋蔵文化財センター鈴木重信氏

可

神奈川県考古学会会長岡本孝之16:40～16:45 閉会挨拶

＜図書交換会＞時間: 10: 15～15:15 会場：川崎市市民ミユージアム
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月見野遺跡群上野遺跡第14地点（小池）

所在地

調査機関

調査担当

調査原因

調査期間

調査面積

大和市つきみ野一丁目5－3

株式会社盤古堂

小池聡

有料老人ホーム建設に伴う事前調査

2010年12月1日～2011年3月7日

約1,316.33ni

1．遺跡の立地

月見野遺跡群上野遺跡は、東急田園都市線つき

み野駅の南西約800m、小田急江ノ島線中央林

間駅の約l.3kmに位置する。遺跡の東約600m

には八王子街道が通っている。

遺跡は神奈川県東部に展開する相模野台地東縁

部に位置し、標高は約76mを測る。現況はほぼ

平坦であるが、旧地形は緩やかに東方向に傾斜し

ているようである。遺跡の東には境川の支流であ

る目黒川が南流している。

つきみ野地区は昭和40年前半の造成工事によ

り、目黒川に向かいひな壇造成工事が行われた。

当該地は保存林となっていたため造成工事を受け

ず、つきみ野開発以前の地形を留めている。

今回調査地点は、目黒川右岸に展開する月見野

遺跡群上野遺跡（大和市Nn206遺跡）として周

知され､過去に13地点の調査が実施されている。

第1 ．2．3．5．6．9．10．11．12．13

地点で旧石器時代の遺構・遺物群が検出されてい

る。

月見野遺跡群は昭和40年代前半に行われた造

成工事により多くの旧石器時代遺跡が発見され、

月見野I～Ⅳ遺跡などの調査が実施された。これ

第1図調査位置図（1/25,000）

らの調査で、各遺跡で堆積の厚い安定したローム

層から石器ブロックや礫群が重層して検出され、

河川流域に展開する遺跡群の様相が解明され、旧

石器時代研究のエポックとなった。

2．調査に至る経緯と調査経過

当該地は保存林とされていたが、土地所有者に

より有料老人ホーム建設が計画された。この為、

大和市教育委員会によりに埋蔵文化財確認調査が

実施され、古代以降の溝状遺構やローム層上部か

ら旧石器時代石器が検出された。この結果、当該

地に旧石器時代遺構・遺物群、古代以降の遺構・

遺物が存在することが確認され、開発に際して埋

蔵文化財本調査が必要となった。

平成22年10月頃、事業者から依頼を受け、

現地を確認し、調査計画を立案した。大和市が

行なった確認調査と隣接地点第5．6．9．10･

12．13地点などの調査成果から、当該地は古代

集落吐と旧石器時代の遺構・遺物群などが存在し

ていると予想された。

平成22年11月22日に、土地所有者、大和
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月見野遺跡群上野遺跡第14地点（小池）

覆土、形態から近世以降の所謂イモ穴として構築

された土坑であろう。

その他の出土遺物として中世常滑系陶器壺・甕

片が出土したが遺構は検出されていない。

縄文時代検出遺構は､土坑3基､柱穴7基で、

出土遺物は土器3点（縄文早期土器1点、後期土

器2点)、石器2点（黒曜石原石2点）である。

検出土坑は、 2基（第6．7号土坑）が所謂陥

し穴状士坑である。特に2区東側で検出された第

6号士坑は長軸で約1.9m、短軸約60cm～1m

の長方形土坑であるが、中央部で括れ、平面形は

溌状を呈する。確認面からの深さは約50cmで

ある。坑底には3基の小柱穴が長軸上に並んでい

る。この小柱穴は径約18cm、深さは約50cmで

ある。本土坑は同一遺跡群を構成し北方約900

mに位置する上野遺跡第1地点で検出された2号

土坑に形態、規模とも良く類似している。

出土遺物は縄文早期土器1点、後期土器2点、

黒曜石原石2点である。早期土器は貝殻背圧痕文

が施文される。後期土器は堀之内式土器である。

黒曜石原石は大きいもので拳1／3大で信州系の

黒曜石であろう。縄文後期の所産であろうと推定

される。

旧石器時代 ｜日石器時代調査は、富士黒色士か

ら漸移層上面で縄文時代遺構確認を行い調査終了

後に、造成計画の最深深度まで掘削し、確認され

た文化層の遺構・遺物群を掘りきる方法をとっ

た。具体的には縄文時代遺構確認面に2×2mの

|日石器試掘グリッドを30ケ所(120㎡）設定し

て計画造成高まで掘削し、遺物出土グリッドを拡

張した。最終的な調査面積は、約468.24㎡であ

る。掘削したローム層の層位は、2区でB1層上

部、 1区でLlH層下部までである。検出文化層

は1枚で、ローム漸移層からLlH層上部で石器

が出土し、礫群や石器ブロックの遺物集中出土層

位はL1H層上部である。

市教育委員会、株式会社盤古堂の3者で協定書を

締結した。また、同日付けで土地所有者と株式

会社盤古堂で委託契約を交わし、12月1日に機

材搬入など準備工を行って調査を開始した。平成

23年3月7日に現地調査を終了し、その後、出

土品整理を継続している。

3．調査の概要

検出遺構は、溝状遺構2条、土坑7基、柱穴7

基である。出土遺物は旧石器時代石器・礫、縄文

時代早期、後期土器･石器、古代土師器･須恵器、

中。近世陶磁器など遺物整理箱7箱である。

古代以降検出遺構は溝状遺構2条、土坑4基

である。出土遺物は土師器坏11点（ロクロ土師

器1点、甲斐型坏1点を含む）・甕15点、須恵

器坏3点、甕・壺4点、中世陶器2点（常滑系壺・

甕)、近世陶磁器3点（肥前系染付磁器くらわん

か碗1点、瀬戸・美濃系陶器御深井碗1点、堺系

播鉢1点）である。

溝状遺構は2条検出された。第1号溝状遺構は

大和市教育委員会試掘調査トレンチ内で確認され

ていた溝状遺構である。 l区調査範囲の北東端か

ら3区南側まで南西に緩やかに曲がっている。調

査範囲内では約67m確認した。断面形は逆台形

を呈している。覆土中より、土師器坏・甕、須恵

器坏・甕片が出土している。第2号溝状遺構は1

区調査範囲北西端部から3区中央部に延びる溝状

遺構で、第1号溝状遺構に約7.5m間隔で並行し

ているようである。調査範囲内では約11m確認

した。これらの溝状遺構は形状から近世以降の所

謂根切り溝と推定される。昭和39年に撮影され

たつきみ野地区航空写真には調査範囲に弧状に区

画される杉林が確認され、それらに伴う区画であ

る可能性がある。

土坑は方形を呈する。ほぼ東西に主軸をとり、

検出された4基が2基単位で東西方向に並んでい

る。第3号土坑から相模形坏片が出土している。
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第35回神奈川県遺跡調査・研究発表会

！

1区

旦旦づ空

第4図旧石器時代遺物分布図（1／600）

旧石器時時代調査では、調査範囲のほぼ全域で ようである。集中度の高いブロックは約300～

400点の石器が出土している。これらのブロッ

クの出土石器は、槍先形尖頭器調整剥片と砕片が

多く、 1～3点程度の槍先形尖頭器欠損品又は槍

先形尖頭器未製品が含まれているようである。

石器ブロックには礫群と重複するものがある

が、それらは槍先形尖頭器、槍先形尖頭器未製品

が多く出土している。

礫群は6基確認した。密集度の低い礫群で、石

器ブロックと重複している。構成する礫は拳大よ

りやや小さい礫が多くを占め、被熱・赤化度も低

いようである。石材は凝灰岩が多いようである。

出土石器は2,512点であるが、この内槍先形

尖頭器は39点（未製品を含む)、石核5点など

である。その他の器種は､槍先形尖頭器調整剥片、

砕片が多くを占める。槍先形尖頭器製作資料以外

の加工具は確認していない。

石材はホルンフェルス、安山岩が最も多く、次

ローム漸移層からL1H層上部を中心として2,650

点の遺物群が出土した。これらは石器2,512点、

礫138点である。調査時の所見では､石器ブロヅ

ク18基、礫群6基ほどに識別された。

石器ブロックの分布は、第6地点に近い調査

範囲の北東部分に多くのブロックが集中するが、

当初予定したよりも西に広く分布し、崖線から

約50～60m離れてブロックが検出され、必ず

しも河川際の崖線隣接範囲のみにブロック群が形

成されるだけではないことを示し、遺跡の規模に

より60～70m程度は遺構が分布する場合もあ

ることを示唆している。また、南に隣接する第9

地点にも本調査範囲内の石器ブロック分布が連続

し、第5．6．9地点のL1H文化層は本地点と

同一文化層を形成しているよう推定させる。

石器ブロックは、構成する石器が約4m程度の

範囲に集中し、ほぼ分布の中心部の集中度が高い
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月見野遺跡群上野遺跡第14地点（小池）

写真1 基本層序と石器出土状況

識蕊蕊

写真2石器出土状況
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第35回神奈川県遺跡調査・研究発表会

である可能性が高く、土器の出土している堀之内

式期の士坑であろう。

旧石器時代調査では、L1H層から槍先形尖頭

器製作資料が約2,650点出土した。これらは石

器ブロック18基、礫群6基として認識される。

今回調査した第14地点は、目黒川右岸にあり

上野遺跡の南部に位置している。北に第5．6

地点、南には第9．12地点が隣接し、更に北方

に上野遺跡第1 ．2．3地点、月見野ⅢA、ⅣA

遺跡などがある。これらの地点では、L1H層か

ら槍先形尖頭器製作に係わる文化層が検出され、

多種石材から多様な形態の槍先形尖頭器が集中的

に製作されているようであり、目黒川中流域に大

規模な槍先形尖頭器製作遺跡が展開していると推

定させる。特に第9地点では20,000点を越える

槍先形尖頭器製作関連資料が出士しており､第5．

6．12．14地点と合わせ中心的位置を占めてい

るように思われる。

文末であるが関係諸氏に記して感謝申し上げます。

いで凝灰岩、チャート、珪質頁岩、黒色頁岩、黒

曜石となる。いずれの石材でも槍先形尖頭器製作

を行っている。

4．まとめ

古代以降の調査では、近世以降に比定される溝

状遺構や士坑が検出された。上野遺跡は古代集落

遺跡としても周知されている遺跡であり、第1 。

5．6．7．8地点で複数の竪穴住居吐や掘立柱

建物趾が検出されている6隣接する第6地点でも

3軒の竪穴住居趾や5棟の掘立柱建物吐が検出さ

れ、複数の柱穴群も認められている。今回調査で

も同様に古代集落跡が存在していると推定された

が、調査範囲内では微細な土器類が検出されたの

みである。このことは、古代集落跡を構成する遺

構分布が今回調査地点以南で極めて希薄となり、

上野遺跡の集落外になる可能性も指摘できよう。

縄文時代調査では士坑が3基検出され、上野遺

跡第1地点と形態的に良く類似した土坑であっ

た。これらは遺構の確認面から縄文後期頃の所産
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津久井城跡荒久地区（鯉渕）

《
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所在地

調査機関

調査担当

調査原因

調査期間

調査面積

相模原市緑区根小屋440他

相模原市教育委員会

中川真人・鯉渕義紀・領家玲美

津久井広域道路建設に伴う発掘調査

2010年8月18日～2011年3月25日

4,256㎡
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第1図遺跡の位置（1/50,000）

は国史跡川尻石器時代遺跡が存在する。さらに城

山の北側には、はじめ沢下遺跡、畑久保西遺跡な

ど縄文時代後期の遺跡も多く分布している。

2．調査に至る経緯と調査経過

今回の調査は津久井広域道路建設に伴い、津久

井城跡荒久地区が事業計画地内に含まれることか

ら平成20年8月7日から9月4日にかけて神

奈川県教育委員会によって試掘調査が実施され、

その成果を受けて､本調査を実施したものである。

調査は2010年8月18日から1区とした堀切

り状通路部分の確認調査を実施し、1区調査終了

後、引き続き2，3区の調査を行った。その結果、

旧石器時代の文化層､縄文時代早期の竪穴住居趾、

集石、炉穴、士坑などの遺構、縄文時代早期の遺

物包含層、さらに、津久井城に関連すると考えら

れる士坑群、道路状遺構、近世の段切状遺構、耕

作関連遺構などを発見し、2011年3月25日、

すべての調査を終了した。調査面積は4,256㎡

である。

厩卓

一

1．遺跡の立地

津久井城跡（相模原市NO248遺跡）は、神奈

川県の北西部、相模川とその支流である串川、尻

久保川に挟まれた標高375mの城山を利用して

築かれた中世戦国期の山城である。城山は丹沢山

地の東部に位置し、山中湖に源流をもつ相模川が

東流して城山付近で流れを南に転じ、城山の南を

流れる串川と合流して独立峰のような山容を呈し

ている。津久井城はこの城山を利用した山城で、

日常生活をしていた平地の屋敷部分と籠城戦と

なった場合に立て籠もる山頂部に分かれる典型的

な根小屋式山城である。今回の調査地点は津久井

城の南東端の山裾平坦部分にあたる。津久井城の

南東部における発掘調査は少なく、わずかに馬込

地区で津久井広域道路建設に伴う発掘調査が(財）

かながわ考古学財団によって行われ、｜日石器時代

から近世にわたる遺構、遺物が発見されている。

周辺には北方約2.5kmに扇谷上杉氏配下の大

江姓長井氏が築城したとされる小松城、さらに北

方約6kmには北条氏の西の防御拠点であった武

蔵八王子城が所在している。そのほか縄文時代の

遺跡も多く、本遺跡のすぐ東には縄文時代中期の

集落である原東遺跡が展開し、相模川の対岸に

9
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るが、西側の3区でやや濃密な分布をみせる。

道路状遺構はl区の確認調査でも発見された

ほか2，3区では東西方向に走るものと南北方向

に走るものがある。とくに東西方向に走っている

C1, 2号道路状遺構は東側の地形傾斜がきつい部

分では溝状遺構を伴い、切通状の道路となってい

る。そして切通状の道路となっている部分の掘方

は溝底面にピットが連続して並ぶという特徴があ

る。また、 3区で南北に走るC3号道路状遺構付

近からは16世紀後半の大窯期の天目茶碗の細片

が出土しており、津久井城との関連が想起される。

大形土坑は3区を中心に22基発見されており、

2列に並列して分布していることと覆土の違いか

ら2時期の変遷が考えられる。大形土坑の規模

はいずれも2．5m前後の口径をもち、平面形が楕

円形で、確認からの深さが約1.5mを測る大きな

ものである。遺物の出土はなかったが、覆土の様

相から中世の所産と考えてよいものである。これ

らの遺構が東西方向に道路遺構と並列して分布す

ることからも防御施設となる可能性がある。

近世の遺構は耕地を区画していたと思われる段

切状遺構、耕地までのアプローチとなっていたと

みられる道路状遺構が2区を中心に発見されて

いる。このほか畝状遺構と貯蔵穴がセットで確認

されている。

4．まとめ

今年度の調査では旧石器時代から近世にわたる

遺構が発見された。とくに縄文時代ではこれまで

周辺地域で発見されていなかった縄文時代早期後

半の集落が発見され、当該期の集落規模を考える

うえでも興味深い成果である。また、中世では1

区で確認された道路状遺構と2，3区を横断する

C1号道路状遺構が同一である可能性があり、本

城へ続くアプローチと考えられ、大型士坑群の存

在とあわせて津久井城の外郭施設の存在を示唆す

る資料として重要である。

3．調査の概要

（1）旧石器時代

｜日石器時代の調査は2，3区を対象に2×2

mの試掘グリッドを11箇所、12×12mの大グ

リッドを1箇所設定し､調査を行った。その結果、

試掘グリッド1で剥片3点が出土した。出土層

位はB1層下部～L2層上部である。

（2）縄文時代

縄文時代の遺構は早期後半の竪穴住居趾1軒、

炉穴3基､焼土趾1基､集石1基､士坑15基､ピッ

ト78穴である。

竪穴住居趾は2区南側、D11グリッド付近、

北から南に緩やかに降る斜面平坦部で発見され

た。平面形態は隅丸方形をなし、壁際に柱穴がめ

ぐるもので、炉吐は発見されなかった。上部を中

世の道路状遺構で攪乱されていたが、遺物は覆土

下層から柱穴内から土器、石器、黒曜石の砕片、

焼けた礫が出土した。土器は、すべて早期後半、

野島式の範晴に収まるものであり、石器のなかに

は石器製作の材料とみられる石核、磨石、石Ⅲ、

台石などがあり、住居内で石器製作を行っていた

ことが看取される。

炉穴、集石、土坑は、2区北側の上段緩斜面で

やや密集して発見されており、やや弧状に展開し

ているようである。出土している土器は早期後半

野島式期のものであり、竪穴住居趾と同一時期の

所産であろう。また、住居趾1軒に対して、炉

穴3基、集石1基、士坑15基のうち、上段緩斜

面で発見されている土坑が10基と少ないことか

らごく短期間で終息した集落と考えられる。

（3）中。近世

中世と考えられる遺構は道路状遺構3条、大形

士坑22基、礫溜り2基、地業層2枚、近世と考

えられる遺構は段切状遺構2基､道路状遺構2条、

耕作関連遺構（畝状遺構、貯蔵穴、長方形士坑）

である。中世の遺構は調査区全域で発見されてい

10
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津久井城跡荒久地区（鯉渕）

写真1 縄文時代遺物包含層

瀞

鶏
や 鶏

写真3 J 1号集石写真2 」1号住居杜

写真5 」1 ，2号炉穴写真4 」8号土坑

13
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写真6 中世大形土坑群と道路状遺構

繼
卦識L ,篭

蕊灘
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や

写真7 C1号道路状遺構 写真8礫溜り

1 n ㎡

妙

灘
写真9近世段切状遺構 写真10近世道路状遺構
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仏向貝塚・仏向遺跡・仏向町遺跡（阿部）

ぶつこうかいづか ぶつこういせき ぶつこうちよういせき

横浜市仏向貝塚・仏向遺跡・仏向町遺跡
あ く ゆう じ

阿部友寿

第1図遺跡位置図(1/50,000)

所在地

調査機関

調査担当

横浜市保土ケ谷区仏向町845-1他

財団法人かながわ考古学財団

阿部友寿・原廣志・相良英樹・

小川岳人・林雅恵

仏向町団地建替え事業に伴う事前調査

2010年1月5日～2010年9月30日

5,748㎡

調査原因

調査期間

調査面積

1．遺跡の立地

調査対象遺跡として、仏向貝塚、仏向遺跡およ

び仏向町遺跡のそれぞれ一部がかかる。本調査区

は横浜市保士ケ谷区仏向町のいわゆる仏向台地上

に位置する。台地の北に東西に流れる帷子川があ

り、今回調査した地点は帷子川に隣接する相模鉄

道和田町駅から南に800mほど台地を登った位

置にある。横浜駅から本地点まで直線距離で3．5

kmほどある。調査を行った地点の標高は46~

47m付近にあり、周囲の標高は40～50mを測

る。台地の縁辺に帷子川に向かって開く谷戸が数

多く存在する。本遺跡群が所在する仏向台地の最

高位は横浜市立橘中学校付近にあり標高90mを

測る。17世紀までは本地点から南東に2kmほ

どの保土ケ谷宿帷子町付近まで帷子川流域河口が

入り海として入り込んでいたとの史料が残る。ま

た、本地点からl.5kmほど東の相模鉄道天王町

付近のビルエ事中に自然貝層が露出したという。

自然貝層がいずれの時期のものか明らかではない

が、かつては現在より近接した位置に海域が入り

込んでいたことを示している。

2．調査に至る経緯と調査経過

調査は独立行政法人都市再生機構神奈川地域支

社による仏向町団地建替え事業に伴う事前調査

として行われた。平成10年2月に神奈川県教育

委員会による試掘調査の結果を受け、平成21年

12月に都市再生機構、県教委、考古学財団の三

者による協定を結び、平成22年1月5日より調

査を開始した。調査終了は平成22年9月30日

である。調査地点は､二地点に分かれ､北側を「移

管道路部分｣、当初より調査範囲とされた部分を

｢本体部分」と呼称している。

3．調査の概要

近世調査によって発見された遺構は、移管道

路部分にて土坑1基、本体部分では竪穴状遺構1

棟、畝1ケ所がある。本体部分で発見された1号

竪穴状遺構は､床および壁面がよく踏みしめられ、

柱穴を中央および竪穴の周囲に巡らせる。士坑に

ついては出土遺物がなく詳細は不明である。

古代調査によって発見された遺構は、本体部

15
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分にて竪穴住居1軒である。 2軒が切り合うもの

で、竪穴住居東壁中央に竈が崩れた状態で発見さ

れているが、新しい竪穴住居の北東隅に構築され

たものと想定される。

弥生～古墳時代該期の遺構として発見された遺

構は、移管道路部分にて竪穴住居2軒､土坑1基、

溝4条で､本体部分では､竪穴住居27軒､溝1条、

土坑1基であった。3号竪穴住居、23号竪穴住

居から小型壺を含む多量の土器が一括して出土し

ている。また、15号、28号竪穴住居から器台が

出土している。弥生時代後期末～古墳時代初頭を

中心とする集落である。移管道路部分にて発見さ

れた溝4条はいずれも方形周溝墓における周溝の

一部であろう。

第2図周辺の調査(1/5,000）

16



仏向貝塚・仏向遺跡・仏向町遺跡（阿部）
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第3図弥生～古墳時代遺構配置図（上段：移管道路部分、下段：本体部分）（1/800）
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た土器は後期前葉から中葉を主体としている。

4.まとめ

周囲の調査で確認されているように、台地北側

には方形周溝墓からなる墓域が展開し、今回の調

査で発見された弥生～古墳時代の集落はこの墓域

に対応するものであろう。また、縄文時代後期に

帰属する貝塚の発見は、神奈川では希少な縄文時

代後期から晩期に継続する仏向貝塚の一部をなす

縄文時代該期の遺構として発見された遺構は、

移管道路部分で士坑1基、本体部分で、竪穴住居

8軒、焼土趾7基、集石6基、士坑35基、貝塚

2箇所、柱穴群2箇所である。19号、25号竪穴

住居はそれぞれ2軒が重複するもので、前期後葉

諸磯b式期、これ以外の29号、31号、32号、

34号竪穴住居が後期初頭から前葉の所産であろ

う。貝塚は、1号貝塚が調査区の東端で発見され、

これについては一部トレンチ状に貝等のサンプル

採取を行ったのみで現状保存の予定である。これ

らの貝層に伴う土器はわずかで、周囲から出土し

もので重要な発見といえる。

第4図縄文時代遺構配置図(1/800）

18

／

I
一
一

／

1 丁
｜ I ’

0
1

■

銅、

一



西富岡・向畑遺跡（新山）

第1図遺跡位置図（1/25,000）

2．調査に至る経緯と調査経過

中日本高速道路株式会社による第二東名高速道

路建設に伴う事前の発掘調査として、平成19年

度から調査を実施している。西富岡地区は東名高

速道路と交差する伊勢原ジャンクション建設予定

地であり、本線盛土部分と側道部分の調査対象面

積約30,000㎡について、準備が整った地区から

順次調査を実施している。調査対象時期は中・近

世、古墳時代末～平安時代、縄文時代、旧石器時

代で、中心となるのは古墳時代末～平安時代の集

落と縄文時代中期～後期の集落である。

3．調査の概要

昨年度は1区東・6区・8区・10区西・11区。

14区の調査を実施した。1区東・8区は埋没谷、

6区・11区は埋没谷と東側に南北に延びる富岡

丘陵との間の西向き緩斜面、10区西・14区は埋

没谷西側に隣接する平坦面となっている。

中近世中近世の遺構は、8区・10区西・14

区から検出されている。遺構は、竪穴状遺構・道

状遺構・士坑・地下式坑・井戸・掘立柱建物阯が

所在地

調査機関

調査担当

伊勢原市西富岡120他

財団法人かながわ考古学財団

新開基史・天野賢一・井関文明・

大塚健一・呉地英夫・砂田佳弘・

田村良照・辻裕司・津々池惣一・

新山保和・能芝勉・林雅恵・

松田光太郎・宮井香

第二東名高速道路建設事業に伴う事前調査

2010年4月1日～2011年3月31日

11,204㎡(内､調査完了面積2,048㎡）

調査原因

調査期間

調査面積

1．遺跡の立地

西富岡・向畑遺跡が所在する伊勢原市は、神奈

川県のほぼ中央部を南流する相模川の右岸に位置

し、西方には標高1000mを越す丹沢山塊が連な

り、東の相模川へいくにつれて低くなる地形を呈

する｡大山東麓から南は平塚市へ向かう平野部と、

山地・丘陵・台地を内包する表情豊かな地形をな

している。

遺跡周辺には、東に丹沢山地東麓から南北に延

びる富岡丘陵、西側に上粕屋一ノ郷北を源流とし

て南流する渋田川が存在する。本遺跡が内包され

る伊勢原市NO160遺跡は、この富岡丘陵と渋田

川に挟まれた西向きの緩斜面および平坦地に展開

しており、その周知された範囲は専修大学総合グ

ラウンド付近から北北西一南南東へと延び、東名

高速道路の南側までの約2mに及ぶ広大な範囲で

ある。

今回の調査地点は、専修大学総合グラウンド南

側の富岡丘陵が東隣する標高約50mを測る台地

上であり、調査前現況は畑地・住宅であった。
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挙げられる。谷を挟んだ両側から段切りが確認さ

れており、段切りの谷側から谷に平行する道が見

つかっている。特に1区西・8区では東側の埋没

谷肩から斜面にかけて、道状遺構が谷と並行して

数条検出されている。10区西からは、宝永の火

山灰で埋まった井戸底から石臼などが出土してい

る。

古代（古墳時代末～平安時代） 竪穴住居趾・

掘立柱建物趾を主体とする古代の集落は、10区

西・11区。14区を中心に見つかっている。埋没

谷と丘陵に挟まれた西向きの緩斜面に南北に広

く集落域を形成しており、これまでに竪穴建物

趾を含む約197軒の竪穴住居吐が検出されてい

る。昨年度の調査で竪穴住居趾は、11区で33

基、14区で20基が見つかっている。このうち、

本遺跡の中で最大規模の住居趾が11区から見つ

かっており、 l辺が9.8mを測り、本遺跡の中で

は最大規模、県内でも同時期の住居趾の中では最

大級と見られる。残念ながら、住居趾の一部のみ

が調査対象であり、大半が調査区外のため詳細は

不明であるが、床面から石製紡錘車が3点、 6世

紀後葉の須恵器長頸瓶が出土している。また、 8

区の埋没谷からは、谷に沿って杭列が見つかり、

杭列の埋没谷側からは、曲げ物・皿などの容器、

斎串、櫛などの製品とともに板状・棒状の木片な

ど多くの木製品が出土している。その木片の中か

ら、木簡が見つかっている。発見された木簡は、

長さ約8.5cIn、幅約2.0cln、厚さ約2.5mの薄い

板状で、上下左右とも欠損が認められ、元の大き

さ・形状は不明である。表裏に墨痕が認められ

る。表には上から ］風力山大豆五［ （上下欠

損・5文字・最初の「風」は判読困難で別字の可

能性がある）と記されている。裏には左から右へ

2箇所に墨痕が認められる。文字の大きさや板が

小振りであることから、荷札の可能性は低く、「大

豆」の出納に関わる記録・帳簿の一部の可能性が

高い（群馬県埋蔵文化財調査事業団高島英之氏御

教示)。

縄文時代縄文時代の遺構は、 1区東・6区・

10区西から敷石住居趾や竪穴式住居趾・埋甕・

士坑・集石・配石・落とし穴などが検出されてい

る。縄文時代中期から後期の遺構が中心で、これ

までの調査で、縄文時代中期の住居跡28軒、縄

文時代後期の住居跡17軒の合計45軒の住居跡

が見つかっている（第2図)。昨年度の調査では、

1区東で1軒、6区で3軒、10区西で3軒の住

居跡が検出されている。谷の両側から住居が見つ

かっており､集落は谷周辺に展開する。6区では、

石棒が直立した状態で出土している。また、谷部

の遺構としては、土坑16基･埋設土器1基･杭列・

木組みなどが見つかっている。

4．縄文時代の水場遺構

水場遺構は、地表面から約8m下の埋没谷底か

ら検出されている。谷底中央部からは、拳大程度

を中心とする礫が大量に分布し、これらと混在し

て杭列や流木、加工木が集中する箇所が複数見つ

かっている。これらの礫を除去後、谷底から16

基の土坑が検出されている。谷底の西側に寄って

構築されていたJ2号士坑を除いた15基は、全

て谷底東側の谷底中央よりもやや高い位置にある

ローム層とその下層にある礫層を掘り抜いて構築

されている。

土坑土坑は、全部で16基検出されている。

直径約1～l.5mあり、開口部よりも内部の径が

大きく袋状を呈する。覆土中からは、流れ込んだ

加工木・流木などのほか、クルミ・トチを主体と

する堅果類の破片が多数出土している。士坑の用

途は、堅果類の保存ないし処理に使用されたもの

と見られる。士坑の底からは、伐採された丸太や

ミカン割りされた加工材と流木、大型礫などが出

土しているほか、木材と混在して編籠の断片(J6

号士坑)、長さ80cln程の網代状の編み物q6号
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ｆ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
二
－
１
‐
Ｉ
ト
い
い
Ｉ
Ｉ
ｒ

ｌ
Ｊ
い
：
：
陣
仰
僻

I
｜

’
i-
と～

Ｉ一
ｉ
ｌ

'一一－
’

’ ’
’ 1
1 ｜
； ｜

| ！
| l
l l

l
l…|一
｜

r----1---
1 1

極勵
|侭ゞ卿胸僅"f: J

’’
司口－一 三＝

吟=二二二＝
”写富め■”辱室住回

'JIn覆包

： ー」
一一三a ■

鯵鯵

i一一癌
I ‐

泥
に：

ｒ
Ｂ
ｌ
０
ｌ
０
ｌ
ｊ
Ⅱ
１
１
．
１
１
日
１
１
Ⅱ
１
１
１
日
Ⅱ
１
日
ｆ
０
ｈ
ｊ
ｌ
１
ｃ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｈ
４
ｌ
０
ｌ
卜
０
０
０
１
０
０
↓
ｒ
△
Ｉ
４
Ｉ
４
４
４
ｆ
１
４
ｆ
４

１
１
Ｉ
１
４
ｌ
ｌ
１
ｄ
１
１
ｑ
１
４
１
“
Ｉ
■
■
■
■
ｈ
Ｉ
Ⅱ
ト
ー
■
１
■
１
１

｜

fg

ff l
l

fe l
ド；

．．“

気、
､こず1住 I

’
1

fd3住

I
’

’ ラー臺臺三二ミ
ー ｣

fc

杭、木組の北側からも川上から川下へ並ぶ杭が1

列見つかっている。また、谷中央付近からも、 7

m間隔で3本の杭が見つかっており、これらの杭

は掘り方を持たず、そのまま地山に打ち込まれて

いる。

木組杭と横木を組み合わせた木組み遺構の一

部が検出されている。木組は、加工木などを川上

から川下に直線的に並べられている。木組に用い

られている木材には､丸木やミカン割りされた材、

端部がU字状を呈する建築部材などが見つかって

いる。また、断面がU字状に加工された材の中心

からは、杭が3本まとまって見つかっている。部

分的に大きな礫が密集している箇所があるので、

水の流れを制御していたものと見られる。

漆塗り土器漆塗り土器は、 J 13号土坑の中

層から据え置かれた状態で出土している。最大径

士坑）も出土している。また、土坑群の南端付

近のJ 16号土坑上面からは石棒、その北側のJ

13号士坑からは漆塗り土器が出土している。ま

た、J1号土坑の南側（下流側）からは、溝状遺

構が検出されており、周囲には縦に打ち込まれた

杭や板などが検出されている。本年度の調査でこ

の続きを調査しており、この溝状遺構が下流にあ

るJ3号士坑へと連続することが分かってきてい

る。

埋設土器J1号土坑の北側に、埋設土器が1

基検出されている。埋設土器は、称名寺式（新段

階）でローム層を掘り込んで正位に据え置かれて

いる。埋設土器の中からは、杭が1本検出されて

おり､埋設土器の一部を壊すように打たれている。

杭列杭列が、複数箇所で見つかっている。北

側部分では、谷筋に沿って3本、横断して2本の
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24cln、高さ16cln、口径14clllを測る。土器表面

に褐色の透明漆を施した後、渦巻き文を主体とす

る文様の凸部にベンガラを混ぜた赤漆を塗り、赤

と黒に塗り分けている。上面に3対ある橋状把手

の一部が欠けているがほぼ完形品である。土器の

文様から中期終わりの所産と見られ、 J 13号土

坑から一緒に出土したクルミ・木片のAMS年代

測定の結果から約4,000年前のものと推測され

る。口縁部外側の窪みに植物の繊維が巻き付いて

おり、縄で蓋を止めていた可能性も考えられたこ

とから、これも含め漆塗膜の保護のため保存処理

を実施し、合わせてこの繊維の同定も行った。そ

の結果､縄のように撚った痕跡は認められないが、

草本類を巻き付けたもので、イネ科の植物である

ことまでは判明したが、遣存状況が悪くそれ以上

のことは分からなかった。

木胎漆器片木組の周辺から出土している。口

縁部片で、縦2.5cm、幅6cmを測る。内外面とも

に赤色塗彩が施され、口唇端部に横位の沈線を施

される。

編み物出土した編み物は、大別して大きいサ

イズと小さいサイズに分けられる。小さい編み物

は、 J6号とJ7号士坑の中層からクルミ片とと

もに出土している。複数片に分かれて出土してい

るが、 1個体と見られる。薄くさいたイネ科タケ

亜科で縦横交互に越えさせたり潜らせたりして編

まれている（網代編み）が、一部に片方に対して

もう片方をねじるようにして編む（もじり編み）

方法が用いられており、編籠の断片と見られる。

大きい編み物は、長さ約80cln、幅30cmを測り、

網代状の編み物と見られる。 J6号土坑の下層、

ほぼ士坑の底面に接して出土しており、編み物の

下には、木材が入り込んでいた。編み物の下部か

らは、割れていないクルミが複数まとまって出土

している。

5．まとめ

本遺跡からは、弥生時代以外のすべての時代の

遺構が見つかっている。特に、縄文時代の水場遺

構は珍しく、クルミ・トチなどの堅果類の保存な

いし処理をしたと見られる遺構は県内では平塚市

真田北金目遺跡での検出例に続いて2例目とな

る。特に、谷の肩から谷底までの深度が8mを測

るような急勾配の深い谷底に作る士坑は、東日本

では類例が見られない。土坑からは、大量のクル

ミ・トチなどの食用の堅果類、エゴ・ムクロジ等

の食用以外の生活に利用された可能性のある果実

類､これらの木の実を入れたと見られる籠の断片、

網代状の編み物などが出土している。トチの実は

いずれも細かく砕けており、クルミも尖った側が

砕けて二つ以上に割られているものが大半であ

る。この土坑の用途は、割れていないクルミも出

土しているので貯蔵用とも考えられるが、水が湧

く点や谷底にある立地などを考え合わせると、ト

チの実のアク抜きやクルミの外側の果肉を腐らせ

て洗い流すために使用され、処理された堅果類は

その場で割られ、殻だけが谷底に投棄されたもの

と考えられる。ただし、必ずしも貯蔵の用途を否

定するものではない。

これまでの調査で、埋没谷で検出された遺構と

同時期の中期～後期の集落が谷の両側から見つ

かっている。水場とそれを利用していた集落が

伴って調査されている事例はほとんどなく、貴重

な調査事例と言える。全体図を見ると、縄文時代

の住居が谷を挟んで環状に巡っているように見え

る。また、古代においても杭列や曲げものなどの

木製品が多数出土しており、水場として利用して

いたことが分かってきている。今後の調査で、集

落と水場をとりまく集落景観がより一層明らかに

なることが期待される。
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西富岡・向畑遺跡（新山）
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五反畑遺跡（杉山・金子）

所在地

調査機関

調査担当

調査原因

調査期間

調査面積

南足柄市岩原山神道723-1

五反畑遺跡学術調査団

杉山浩平

学術調査

2011年2月18日～2月25日

12㎡

1．遺跡の立地

五反畑遺跡は南足柄市岩原に所在し、箱根外輪

山から足柄平野へ連なる尾根のほぼ先端に位置し

ている。標高はおよそ60mである。遺跡周辺の

現状は斜面地が畑地として利用されており、縄文

時代から古墳時代にかけての遺物が採取されてい

る（第1図)。

五反畑遺跡では、1997年に五反畑遺跡調査団

(団長：安藤文一）によって病院関連施設の建設

に伴う事前調査として発掘が行われた。発掘調査

面積は2000㎡であり、縄文時代後期から晩期に

かけて配石遺構ならびに遺物が大量に出土した。

本調査は筆者が2009年に携わった秦野市平沢

同明遺跡の発掘調査を受けて、同時期の遺構・遺

物が出土している五反畑遺跡の状況について安藤

氏に伺ったところ同遺跡においても火山灰が検出

されていたことをご教示いただいた。そこで、本

調査を東京大学地震研究所の共同利用研究として

行った。

2．調査の目的

縄文時代後期の火山灰富士山や箱根山などに

近い神奈川県西部は完新世以降のスコリア等の火

山性噴出物が非常に厚く堆積している。

第1図遺跡位置図（1/15,000）

神奈川県西部における基本士層の確立に取り組

んだ杉山博久氏は、江戸時代の宝永の火山灰や平

安時代の延暦・貞観の火山噴出物のほかに縄文時

代後期から晩期頃の火山性堆積物に着目した。そ

の層は、平沢同明遺跡の4次調査において第2

火山灰層とされ、縄文時代後期の加曽利B2式以

降、晩期の大洞B-C式以前の噴出物として時期を

限定した。この火山灰は以後、平沢同明遺跡の調

査の折りに着目されてきた。近年玉川文化財研究

所から刊行された発掘調査報告書には、この火山

性噴出物の同定が掲載され、3200～3300年前

(放射性炭素年代による）の湯船第1スコリアと

推定されている（戸田2010)。

火山学の分野では湯船第1スコリアの噴出以

降、比較的短期間の間に複数回の富士山噴火なら

びに伊豆天城の噴火・箱根山の火山活動が指摘さ

れている｡富士山に限れば湯船第1スコリア以降・

大沢スコリア・大室スコリア・砂沢（ずなさわ）

スコリアが噴出している。砂沢スコリアは静岡県

御殿場市の関屋塚遺跡において縄文時代晩期末葉
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の遺物包含層の下に堆積していることが確認され

ている。

集落分布の推移神奈川県西部における縄文時

代後期中葉から晩期中葉の遺跡の発見例は前後の

時期に比較すると極めて少ない。特に後期中葉の

加曽利Bl式に遺跡数が急激に減少することは

よく知られている。この時期に営まれている神奈

川県西部の遺跡は秦野市平沢同明遺跡と南足柄市

五反畑遺跡など極めて少ない。そして両遺跡にお

いて火山灰が検出されていることから、火山噴火

活動と集落遺跡との時間的な関係性ならびに堆積

状況から人類活動への影響が考えられる。

3．調査の概要

遺構今回の発掘調査は、1997年に行われた

発掘調査地点の西側に隣接する畑地である。北側

に谷があるためにゆるく傾斜する地形である。2

><2mのトレンチを地形に合わせて4箇所設置し

た。実際に掘削を行ったのは3つのトレンチで

あり、北側へ向かうに従って堆積層が厚く、遺物

包含層までおよそ2mの深度であった(第2．3図)。

遺構は配石遺構1基と土坑が1基検出された。

配石遺構は2トレンチのⅨ層にて確認された。

板状の安山岩が2個体検出された。1997年の発

掘調査時に大量に検出された配石遺構の一部であ

り、時期は縄文時代後期末葉と推定される。士坑

は1トレンチのⅨ層にて確認され、時期は縄文時

代後期末葉と推定される（写真1）。

遺物遺物は調査面積が狭いため、あまり多く

は出土していない。縄文土器は中期中葉の勝坂式

土器・後葉の曽利式土器が数点出士したほかは、

後期末葉を主体とするものである。石器は打製石

鎌のほか蛇紋岩製の磨製石斧､砂岩製の打製石斧、

磨石、石Ⅲ、石棒片などが出土した。

4．スコリア層について

スコリアの堆積状況Ⅸ層下で検出された黒色

スコリアは4トレンチおよび2トレンチでは堆積

が薄く、 1トレンチでは最大20cmの厚さで堆

積していた（写真2)。傾斜方向に従って厚く堆

積しているため、水流等により多少の移動が考え

られる。しかし、スコリア層は純層であり、一次

堆積によるものと考えられる。

2トレンチで検出された配石遺構の下面レベル

でスコリア層が堆積しており、1トレンチでは厚

く堆積したスコリア層の下から安行2式土器が出

土した（写真3)。こうした状況からスコリアの

降下は縄文時代後期末葉と推定される。

スコリアの特徴2mm～5mm大の黒青色の

微細発砲のスコリアを主体として1～6mm大の

微細発砲の灰白色のスコリアも含まれる（写真

4)。スコリアのなかにはやや円磨されているも

のも含まれる。灰白色のスコリアの形状は様々で

あり、黒青色のスコリアよりも多様である。

スコリアの分析結果検出されたスコリアにつ

いて蛍光X線分析機器を用いて全岩組成分析を

行った。その結果､砂沢スコリアと推定された(第

5図)。

5．まとめ

本調査の結果、五反畑遺跡で検出された火山灰

は、富士山を起源とする砂沢スコリアと推定され

た。砂沢スコリアの噴出年代については、山元

らによってAMS炭素年代測定が行われ、紀元前

1380年頃と推定されている。この年代測定値は、

縄文土器の付着物の年代測定値（例えば、静岡県

清水天王山式の下層b類の土器）とも整合的であ

る。砂沢スコリアの噴火前には、湯船第1スコリ

アの堆積に伴う噴火など短期間に噴火活動が集中

している（第4図)。こうした自然環境の変化が

神奈川県西部一帯の遺跡の減少傾向の要因の一つ

と考えられる。今後とも広く発掘現場において火

山噴出物のサンプル採取と分析が必要と言える。
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付記

なお、本調査は平成22年度東京大学地震研究

所共同利用一般研究「縄文時代後期の富士山起

源降下火山灰と人類活動に関する研究」（研究代

表:杉山浩平)の成果の一部である。調査に当たっ

ては地主の保田哲男様、また嶋野岳人･小林正典・

荘司一歩・土井翔平各氏にご教示。ご協力いただ

主要文献

杉山浩平2009「縄文時代後晩期の降下火山灰と

伊豆・相模の社会」『地域と学史の考古学』六一

書房，杉山博久1978「地域における基本土層の

確立」『季刊どるめん」No.19JICC出版，戸田哲

也ほか2010『平沢同明遺跡発掘調査報告書』玉

川文化財研究所，山元孝広ほか2005「放射性炭

素年代測定法による富士火山噴出物の再編年｣『火

山』50(2)日本火山学会

きましたことを御礼申し上げます。
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十

囎 駐

写真1 2トレンチ配石遺構と火山灰（火山灰は写真右半分の斑模様の地点）

写真2 1 トレンチ火山灰検出状況
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写真3火山灰直下出土の縄文土器

」
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第4図縄文時代後期・晩期の遺跡と降下火山灰
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写真4五反畑遺跡検出スコリア試料顕微鏡写真（バーは5mm)
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第5図五反畑遺跡検出スコリア蛍光X線分析結果
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下原遺跡（大坪）

所在地

調査機関

調査担当

調査原因

調査期間

調査面積

川崎市多摩区長尾7丁目19

有限会社吾妻考古学研究所

大坪宣雄

宅地造成工事

2010年11月22日～12月4日

約65㎡

1．遺跡の立地（第1図）

下原遺跡第2地点(1)は、JR南武線久地駅

の西方約850m、JR南武線宿河原駅の南方約

1000mの多摩丘陵の一角に位置し、東向きの緩

斜面に立地する。昭和40．41年の東名高速道路

建設の際に発掘調査が行われ、縄文時代後･晩期、

弥生時代の集落跡が調査された「下原遺跡」（2）

とは東名高速道路測道を挟んだ北西側の縁辺部に

位置する。南東側300mには縄文時代前期、弥

生時代中・後期の集落跡が調査され、神奈川県指

定史跡となった東高根遺跡（3）が位置する。南

南西300mには縄文時代中期の集落跡が調査さ

れた長尾鯉坂遺跡（16）長尾権現台遺跡（14）

があり、弥生時代後期と古墳時代後期の住居跡が

確認されている新林遺跡（15）が位置する。西

側350mには弥生時代後期（朝光寺原式期）～

古墳時代前期の集落跡が調査された長尾台遺跡

(13)、長尾台北遺跡（12）が位置する。南西側

750mの丘陵頂上部には連なって弥生時代後期

(朝光寺原式期）の集落が調査された東泉寺上遺

跡(A～E地点) (17)が位置する。東側500m

には川崎市営緑ヶ丘霊園の敷地が広がっており、

園内には縄文時代から奈良・平安時代にかけての

第1図遺跡の周辺（1/25,000）

遺跡が数多く存在しており、調査が行われた遺跡

として縄文時代の士坑・陥し穴などが調査された

緑ケ丘霊園内遺跡第3地点（9）、弥生時代中期

後半～後期（朝光寺原式期）の集落が調査された

緑ケ丘霊園内遺跡第2地点（4）、弥生時代後期

及び古墳時代後期の住居跡が調査された緑ヶ丘霊

園内遺跡第5地点（13）古墳時代～奈良・平安

時代の集落が検出された緑ヶ丘霊園内遺跡第1地

点（8）、第4地点（10)、この他に数基の高塚

古墳7横穴墓群も知られており、 6世紀末葉の円

筒埴輪、馬形埴輪が出土した稲荷塚古墳（7）な

どがある。霊園の北側には古墳時代前期の方形周

溝墓や前期古墳である久地伊屋之免古墳が調査さ

れた久地伊屋之免遺跡第1地点（5）があり、東

側に隣接して弥生時代中期前葉の士坑や弥生時代

後期（朝光寺原式期）の集落が調査された久地伊

屋之免遺跡第2地点（6）が位置している。

2．調査に至る経緯と調査経過

今回の調査は宅地造成工事に伴う事前の発掘調

査である。平成22年10月25日に行われた川
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崎市教育委員会の試掘調査によって住居跡が検出

されたことにより、本調査となった。調査区は遺

構の検出された地区を中心に、掘削される半地下

式の駐車スペースを含めたやや変形した調査範囲

(約65㎡）となっている。本調査は事業者より

委託を受けた有限会社吾妻考古学研究所が、平成

22年11月22日～12月4日にかけて実施した。

調査は平成22年11月22日より重機による

表土剥ぎを開始し、引き続き遺構の精査・プラ

ン確認作業を行った。プラン確認作業の終了し

た11月23日に遺構プラン全景写真撮影を行い、

遺構掘削を開始した。確認された遺構は、試掘調

査で確認された住居跡のプラン1軒と縄文時代の

住居跡と考えられる黒褐色士の落ち込み1箇所、

駐車スペースで検出された竪穴状遺構1基とそれ

に重複する方形プラン1基があり、調査区東端を

南側から北側にかけて1号溝が、これらの遺構全

てに重複するように構築されている。この他に、

道路状遺構1基、近世以降の攪乱と重複する縄文

時代の黒色土を覆土にもつ土坑1基がある。

遺構掘削は、東端に検出された2‐1号溝から

掘り下げを開始した。溝の底面まで50cmほどの

深さがあるため、重複している住居跡のほとんど

が床面以下まで壊されていて、溝の壁面で各住居

跡の状況がみてとれた。続いて、駐車スペース側

で検出された攪乱と縄文時代の黒色土を覆土にも

つ土坑を掘り下げたところ、二段の掘り込みをも

つ墓曠と考えられる2‐1号士坑となり、中から

縄文土器の胴部下半から底部にかけてのほぼ完形

品が出土している。駐車スペース側で検出された

方形を呈する2- 1号竪穴状遺構は3枚の硬化面

を持つ遺構で、各面は良好に硬く締まったタタキ

(三和土）状を呈する。

住居跡の調査は、試掘調査で確認された調査区

南端に位置する12号住居跡は約4分3が調査区

外にあることや耕作による削平、近代以降のイモ

穴の重複によってその全体像は不明であるが、南

西コーナー部の壁及び周溝の一部とそこに位置す

る貯蔵穴及び主柱穴1基の検出によって、方形の

住居跡であることが推測された。さらに、13号

住居跡の調査中に対となる柱穴が検出され、柱

芯間4.5mとなる大型の住居跡であることが判明

した。14号住居跡は駐車スペース側で検出され、

上面に重複する2‐ 1号竪穴状遺構に切られる形

で検出されている。南壁側の覆土が遣存していた

他は床面直上まで削平されている。残存した覆土

及び床面直上には焼土及び炭化物を含む層の堆積

がみられ、焼失家屋であると考えられ、焼土層の

直下から弥生時代後期朝光寺原式土器の大型破片

が出土したことから、弥生時代後期の竪穴住居跡

であることが判明した。

最後に、調査区南側の縄文時代の覆土と考えら

れる黒色士の広がりを掘り下げたところ、いわゆ

る五平（状）柱が2本検出され、それに伴うと思

われる壁の立ち上がりも検出され、弥生時代の住

居跡(15号住居跡)が存在することが確認できた。

この範囲は削平が著しいため、床面や炉跡につい

ては確認出来なかったが、この付近からの出土遺

物には、縄文土器が大半であるが弥生時代後期の

土器片わずかに検出されている。縄文時代の住居

跡（13号住居跡）についてはローム漸移層まで

掘り下げ、壁の立ち上がり、柱穴の検出によって

住居プランを判断した。

3．調査の概要

土層本遺跡の士層堆積の状況は、開発計画以前

は耕作地としてローム層まで耕されており、耕作

土層一層のみの単純士層である。そのため遺構覆

土の遺存している深さは僅か10cm以内であり、

根切り溝と考えられる2‐1号溝や芋穴と考えら

れる土坑などによって遺構面がさらに壊されてお

り、遺跡の遣存状態は良好とはいえない状況で

あった。

遺構（第2図）今回の調査で検出された遺構は、

縄文時代中～後期の住居跡1軒、墓塘1基、弥生
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現代以降と考えられるイモ穴群、植栽痕と考えら

れる攪乱からなる。

12号住居跡本跡は約4分1が調査された。南

時代後期の住居跡2軒、古墳時代前期の住居跡1

軒､古墳時代以降の士坑1基､近世以降の溝1基、

道路状遺構1基､近代以降の竪穴状遺構1基､近．
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柱穴間の西壁から0.8mの位置に入口施設のピッ

ト1基がみられる。出土する遺物は少なく、焼土

層の直下から弥生時代後期朝光寺原式土器の大型

破片（写真4）が出土したことから、弥生時代後

期に属する住居跡であると思われる。

15号住居跡本跡は住居約2分1の範囲が確認さ

れている。南側壁の立ち上がりの一部が確認され

ているが、本阯も床面まで耕作による削平と、古

墳時代前期の住居跡が重複しているため、炉跡な

どの付帯設備は不明である。住居範囲内から朝光

寺原式期に特有のいわゆる五平（状）柱が2本検

出されたため、弥生時代後期の住居跡であること

が確認できた。柱芯間2.8mと柱穴から壁までの

距離で住居の大きさを推測すると長軸5.5m程と

なる。

2‐1号土坑攪乱によって北側が削平されてい

る。確認面で長軸129cmの楕円形を呈し、確認

面から深さ約30cmで段をなし、中段からさらに

長軸73cm×短軸67cmの円形に掘り込みがなさ

れ、上面から深さ147clnの底面まで急激に窄ま

る。覆土内の上面から深さ60cmほどの地点から

無文の縄文土器底部が出土している（写真6)。

4．まとめ

本遺跡は下原遺跡の一部をなしていると考えら

れる遺跡であるが、下原遺跡で検出された縄文時

代後期～晩期にかけての遺構・遺物は明確に検出

できなかったが、弥生時代後期～古墳時代前期に

かけての集落の広がりが確認された。本遺跡を含

む多摩川に面する丘陵部斜面上には、朝光寺原式

土器を主体とする弥生時代後期の小規模な集落跡

が多数みられ、近隣には長尾台遺跡、長尾台北遺

跡、下原遺跡などの遺跡があり、丘陵内部にも東

泉寺上遺跡などがあり、低丘陵部では緑ヶ丘霊園

内遺跡、久地伊屋之免遺跡などの遺跡が所在して

いて、大規模な集落遺跡と予測されている東高根

遺跡を中心とする丘陵部地域の特有の遺跡の在り

方を示している。

西コーナー部の壁が遺存しており、その形状から

方形の住居跡であることが推測された。南壁側で

1.6m，西壁側で0.7mまでが確認され、残存し

た壁に沿って周溝が巡っており、その内側に、一

辺0．7m×065m、深さ70cInを測る貯蔵穴が

みられる。貯蔵穴からは台付甕（写真3）と増形

土器が出土している（写真5)。2‐ 1号溝の溝

底から主柱穴と思われる柱穴1基が検出され、径

45×42cIn、深さ100cmを測る。さらに、13号

住居跡の調査中に対となる柱穴が検出され、柱芯

間4．5mとなる大型の住居跡であることが判明し

た。壁と柱穴との関係からから推測する住居跡の

大きさは、一辺7.2m前後と思われる。住居跡の

時期は貯蔵穴から出土した遺物からみて古墳時代

前期に所属する住居跡と思われる。

13号住居跡本跡は住居の約3分2の範囲が確認

された。北側と南側の壁の立ち上がりの一部が確

認されて、長軸3.5m程の小型の住居跡と考えら

れる。床面まで耕作による削平と上面を弥生時代

後期､古墳時代前期の住居跡と重複しているため、

炉跡などの付帯設備は不明である。出土する遺物

からみて縄文時代中期又は後期に所属する住居跡

の可能性が高いと思われる。

14号住居跡（写真2） 本跡は約3分2が調査

された。覆土は、上層にローム粒を多く含む暗褐

色土の堆積がみられ、床面直上には焼土及び炭化

物を含む層の堆積が厚くみられ、焼失家屋であ

ると考えられる｡、住居のプランは隅丸長方形を

呈するものと思われ、南辺で2．3mまで、西辺で

4.6mまで確認されている。床面はローム層の地

山床で、固く踏みしめられた良好な床面を呈して

いる。壁に沿って周溝が巡り、柱穴はいわゆる五

平（状）柱が2本（柱間3．Om)確認されている。

炉吐は明確な掘り込みのある遺構としては判断さ

れず、床面上が焼土化した箇所が多く見られ、 1

号溝の削平による溝底に厚い焼土がみられること

から、それが主となる炉跡と考えている。2本の
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ド原遺跡（大坪）

写真1

調杳区今景写真（北より）

写真2

14号住居跡全景写真（北西より）

岳
写真4 14号住居跡出十漬物写真3 12号住居跡出土遺物
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篭
写真5

12号住居跡貯蔵穴遺物出土状態

蕊 写真6

14号住居跡遺物出土状態
晶鍔詫
蜂錨 曲

＃

写真7

2－1号土坑遺物出土状態
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河原口坊中遺跡（池田）

…瀧躍

灘唾

所在地

調査機関

調査担当

海老名市河原口163番地ほか

公益財団法人かながわ考古学財団

池田治・櫻井真貴・川嶋実佳子・

宮井香

相模川河川改修事業および自転車道

整備事業に伴う発掘調査

2010年8月1日～2011年4月30日

602㎡
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第1図遺跡の位置（1/50,000）

調査原因

調査期間

調査面積

1．遺跡の立地

河原口坊中遺跡は、 JR相模線および小田急小

田原線の厚木駅の北西約1kmに所在していて、

神奈川県の中央部を流れる相模川の左岸の沖積微

高地に立地している。遺跡のある場所は、相模川

に中津川と小鮎川が合流する三川合流地点の東岸

であり、また遺跡北東側の有鹿神社付近では、座

間丘陵西縁を流れてくる鳩川が相模川に合流して

いる。遺跡付近の標高は21～22mほどである。

遺跡の範囲は、相模川に沿って築かれている堤防

の内陸側に広がっている。

2．調査に至る経緯と調査経過

本調査は神奈川県厚木土木事務所による相模川

河川改修事業・さがみグリーンライン事業（自転

車道整備事業）に伴う事前の発掘調査であり、神

奈川県厚木土木事務所の依頼を受けて財団法人か

ながわ考古学財団が実施した。この事業に伴う発

掘調査は2006（平成18）年度から毎年断続的

に実施されていて、今回の調査で同事業に伴う発

掘調査が一区切りとなる。

今回実施した地区は、平成20年度に現地表下

約3.4mまで発掘調査を行っているが、その際弥

生時代の河道跡の存在が明らかとなったため、以

下の深度については改めて調査することになり、

一旦埋め戻されていたものである。今回の調査に

当たって、掘削深度が深くなるため、予め調査対

象範囲に沿ってシートパイルを打設して山留めを

行った。発掘調査は平成22年8月1日から平成

23年4月30日までの9ケ月間行った。

3．調査の概要

今回の調査地区は、南北110m，幅4m～8

mほどの細長い地区で、現在の地表から約3．4m

の深さで弥生時代の河道跡が発見されていた。河

道跡は南北に細長い調査区の中で、北側と南側の

2箇所に分かれて発見された。調査の都合上、 1

号旧河道と2号|日河道としたが、一つの河道が蛇

行しているものと思われる。調査の結果、この河

道跡は弥生時代中期に最も深く大きく形成され、

その後徐々に埋まりながら再浸食と堆積を繰り返
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し、古墳時代前期にほぼ埋没し終えたものと考え

られる。調査区が細長いため河道の幅を直接計測

できた箇所はないが、調査結果をもとに復元する

と、最大幅がおよそ24mと推定される。深さは

最大で約5mであった。河道跡は砂やシルトで埋

まっていたが、埋士中から土器、石器、金属器、

骨角器、木器および多量の木材が出土した。土器

は弥生時代中期後半から弥生時代後期のものが出

土し、特に弥生時代後期が中心である。古墳時代

前期に下る土器は河道の上層で少量出土している

だけである。石器は扁平片刃石斧など磨製石器が

少量出土しているほか、環状石錘や環状石斧と呼

ばれるドーナツ状に穴が空けられた扁平な石器が

多数出土した。このうちの1点は木製の柄が挿し

てある状態で出土し、具体的な使用方法を示す貴

重な事例である。木器は高坏や槽といった容器、

鍬や鋤、臼、竪杵、横槌などの農具のほか、機織

り具や建築材なども多数出土し、未製品や転用・

再加工品も多く含まれている。このように木器が

多数残っていたのは、河道跡が埋まった土という

‘ ノ 山

／

／

／

／

／

/，

ジ

山

海老名市

第2図調査区の位置（1/2,500）
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河原口坊中遺跡（池田）
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写真4 1号しがらみ遺構（部分）第3図しがらみ遺構の配置（1/600）
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元々水分が多い状態の土中に埋まっていて空気に

触れにくい環境にあったため腐らずに残ったと考

えられる。これらの遺物は河原口坊中遺跡の集落

で使われたものであり、当時の生活様式を復元す

る良好な資料である。また河道跡からは、木器の

製品・未製品のほか木材も多数出土しており、最

大の木材は幹の直径が1mに達するものも認めら

れた。これらは流木（自然木）のみならず、木器

製作の原木として貯められていた可能性もある。

遺構については、今回の調査は河道跡が主な対

象であったが、河道内から「しがらみ遺構」が

10基ほど発見された。この遺構は竹のような材

料を組んで柵のように作ってあるが、水流を堰き

止めるような施設ではなく、多くは河道内の水流

方向に沿うように作られている。また、しがらみ

遺構同士は重複したり交錯したりしていて、幾度

も作り直されていることが明らかである。しがら

み遺構は、同層位から出土している土器から弥生

時代後期の遺構と考えている。

4．まとめ

今回の調査で発掘した河道跡は、同じ河原口坊

中遺跡のなかで本事業と並行して平成18年から

平成22年にかけて発掘調査が実施されたさがみ

縦貫道路建設に伴う発掘調査において発見されて

いる弥生時代の河道跡と一連のものである可能性

があり、弥生時代の集落跡の中を蛇行して流れて

いたことが推測される。出土した遺物は河道跡か

ら出土したものであるが、河原口坊中遺跡の集落

で使われていたものと考えられ、特に多数の木器

が出土したことは特筆され、弥生時代集落の生活

様式を具体的に示す良好な資料である。また今回

発見されたしがらみ遺構は、土留めのような施設

や魚をとるための漁労施設の可能性が考えられ

る。この調査の出土品整理はこれから本格的に進

めていくところであり、これまでに行われた調査

の内容と共に成果をまとめる予定である。

参考文献

池田治2011 「河原口坊中遺跡（相模川河川

改修事業・さがみグリーンライン事業)」『平成

23年度発掘調査成果発表会発表要旨』公益

財団法人かながわ考古学財団

加藤久美2008 「海老名市河原口坊中遺跡」

｢第32回神奈川県遺跡調査・研究発表会発

表要旨」神奈川県考古学会

吉田政行2009 「河原口坊中遺跡（相模川河川

改修事業)」『年報16平成20年度』財団法人

かながわ考古学財団

40



下馬周辺遺跡（植山）

げぱしゆうへん

鎌倉市下馬周辺遺跡

－鎌倉警察署建設地点の調査一
うえやまひでし

植山英史

所在地鎌倉市由比ガ浜2丁目1075（2-11）

調査機関財団法人かながわ考古学財団

2011年度より公益財団法人かながわ考古学財団

調査担当植山英史・松葉崇・馬淵和雄

調査原因鎌倉警察署建設に伴う事前調査

調査期間2010年6月16日～2011年6月30日

調査面積約1,924㎡

1．遺跡の立地

下馬周辺遺跡（鎌倉市NO.200遺跡）は、由比ケ

浜の砂丘帯の北東側に位置する、現在の下馬の交

差点一帯を範囲とする。「下馬」は鎌倉時代に鶴

岡八幡宮や府内を訪れる者が馬を降りた場所と伝

えられている。今回調査を実施した個所は、現在

の鎌倉駅から若宮大路を約700m南に向かった

東面に隣接して立地している。

海岸線からの距離は約800mで、遺跡の東側
なめりがわ

に滑川が流れている。北側には下馬の交差点が位

置し、南側には現在の一の烏居が建つ。また、下

馬の交差点と本調査区の間には､天文22（1553）

年に北条氏康によって建てられたと推定されてい

る「浜の大烏居痕」が所在する。

調査地点は、概ね平坦だが、南東側が高く若宮

大路側の北西側が低い緩やかな傾斜を持つ。調査

前の標高は、北西が約7.9m、南東が約8.6mで

ある。

2．調査に至る経過と調査経過

今回の調査は鎌倉警察署の建設に伴う発掘調査

で、鎌倉駅近くにある現行の鎌倉警察署を調査地

点に建て直すことが計画されている。この土地は

第1図遺跡位置図（1/25,000）

以前に鎌倉市の施設が建てられていた。

事前の神奈川県教育委員会による試堀調査の結

果、中世の遺構群の存在が確認され、2010年度

より、（財）かながわ考古学財団が調査を実施す

ることとなった。同年4月～6月前半まで、H鋼

打設等の準備工を実施し、 6月後半から調査を実

施した。調査は排士の関係で南北に2分割し、そ

れぞれ北地区・南地区と呼称して実施し、さらに

計画されている建物範囲によって南北とも西側・

東側の最終面まで調査する範囲と、その間の深度

1.45mまでの調査する計6個所の範囲に細分さ

れる。調査は、当初2011年2月半ばまでの予定

で開始されたが、遺構数．深度とも当初の計画を

上回り、また追加の調査地点も発生したため、同

年6月末まで調査を延長して実施し、その後撤去

工を行った。

3．調査の概要

層序本遺跡の層序は大きくⅣ層に分けられ

る。最上面は整地時の攪乱層で、20～40cm程
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の深さである。第1層は貝殻細片等を多く含む明

(灰）褐色砂層で近世～現代の堆積と考えられる。

第Ⅱ層は灰褐色砂層で第1層より貝殻細片等が少

ない。いずれも本調査区では、旧建物の基礎や建

設時のゴミ穴などによって大半が大きく攪乱を受

けている。第Ⅱ層下端の深さが1．0～1.4m程で、

本層下端～第Ⅲ層上面が近世の遺構確認面であ

る。第Ⅲ層は暗褐色砂質土層で、土壌化が進んだ

しまりを持つ砂質土層である。貝殻片、小礫、中

世の土器、骨片などを多く包含している。本来は

そのほとんどが遺構覆土であったと推定される。

堆積は最大約1mと厚く、部分的に遺構の掘込

み面（確認可能面）として上下2層に細分し得る

個所もあったが、士層自体の大きな変化は認めら

ない。第Ⅳ層は、灰褐色の砂を基調とする層で、

場所によって貝殻細片の大きさや色調に一部違い

が認められるが、中世以前の風成砂層と考えられ

る層である。

近世面近世以降の発見遺構は次の通りであ

る。竪穴状遺構（ムロ） 1，溝状遺構11、土坑

17、ピット7，井戸趾1、石組遺構l

近世面は旧建物基礎が残存していた範囲を中心

に攪乱を受けており、遺構の残存度は低かった。

攪乱の少ない北地区北西方面を中心に溝状遺構、

ムロ、士坑、石組みの井戸趾などが検出された。

また、北地区の北東方面では上面は攪乱を受けて

いるものの、辛うじて溝状遺構群の底面などが残

存していた。調査区西端に位置する2号溝状遺構

は幅5mを超える。ほぼ現在の若宮大路と平行す

るが西端ではやや軸が西側に振れている。覆土の

一部に富士山が宝永年間に噴火（1707年）した

際に降下した火山灰を含むことから、18世紀以

前の遺構と推定される。また、調査区中央付近で

は、幅の狭い溝状遺構群が発見されている。これ

らは、耕作に関連するものと推定される。ムロは

掘込みによる階段を持つ地下構造の遺構で、江戸

時代の終わり以降に造られたものと推定される。

また、石組みの井戸趾も同時代のものと推定され

る。

中世面中世の遺構は、覆土及び遺構の掘込み

面の状況からは、大きく2大別される。Ⅲ層面か

ら掘り込まれている遺構は前述した様に、ほとん

どがⅢ層と類似する暗褐色砂質士を基調とする覆

土で、総じて遺物・貝殻片等を多く含む。大型の

遺構はⅣ層深くまで切り込んでいる。Ⅳ層面で検

出される遺構の一部は灰褐色砂の覆土を基調と

し、遺物量は極めて少ない。大半の遺構の確認面

は第Ⅲ層内で、先に述べたように部分的に更に細

分が可能である。詳細については次年度以降に予

定されている出土品等の整理作業を通じて検討す

る必要があるが、発掘時の区分による発見遺構数

は次の通りである。

竪穴遺構70,溝状遺構7、士坑355､井戸趾4，

ビット262，獣骨集中13、土器集中3

調査時に竪穴遺構として調査したものは、規模

が3mを越える大型の遺構で、大半は方形竪穴建

物趾と考えられるが、部分的な発見や現段階で性

格不明のもの含んでいる。

14～15世紀代の遺構の中心は土坑、ピット、

溝状遺構、獣骨集中などで、下方に位置する大型

遺構の上に穿たれている。土坑の形状、規模は

様々であるが、獣骨、人骨を埋葬した遺構は、本

年代の中でも新しい時期のものが多く、井戸や竪

穴遺構の覆土上端に造られている。竪穴遺構は、

15世紀代の所産と考えられるものも少数存在す

るが、中心的な年代は13世紀中後半～14世紀

代である。一辺がlOmを越えるものから4m未

満のものなど、様々な規模・平面形の竪穴遺構が

発見されている。内部施設・構造も床面の壁際に

切石を並べるもの、隅に立柱状に切石を立てるも

の、礎石を並べるもの、柱穴を穿つもの、周溝を

巡らせるものなど多様である。一部には壁面の立
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板が炭化して残存しているものも確認された。中

でも特徴的な竪穴遺構として、第28号竪穴遺構

が挙げられる。本遺構は、南地区西側南西端で発

見された。南壁の大部分が調査区外にあるために

全体の形状は断定し得ないが、東西長は約14．5

~15.0m､残存する南壁部分から南北長は約5.0

mと推定され、大型の長方形の方形竪穴建物と推

定される。

本遺構の西側南端の床面に掘り込まれた直径約

80clnの円形状の土坑内から、鎧が出土している。

鎧は札が土坑の縁に巡るように置かれ、中央部
きゅうぴのいたせんだんのいた しょうじのいた むないた

から北側一帯で鳩尾板、栴檀板、障子板、胸板、
あげまき さね

総角の座などが確認されている。また、札はいず

れも札の左側が左隣の札の上に重なっており、裏

側が見えている状態となっている。発掘調査に

よって鎧の各部位がまとまって出土することは珍

しく、平安時代～鎌倉時代のものでは、京都市法

住寺殿例に続いて2例目である。なお、神社に奉

納されるなどして、残された鎌倉時代の鎧は約

60例存在する。
きゅうぴのいたせんだんのいた

鳩尾板、栴檀板は、胸部分を防御する板で弓を

射る騎兵用の鎧に取り付けられる。中世の鎧の名
おおよろい はらまきよろい

称による種別で大鎧もしくは腹巻鎧が該当する。

また、調査時の出土状況観察では、大鎧のみに付

属する脇を防御する脇楯の壺板は確認されていな

い。前述したように、出土品等の整理作業は次年

度以降に予定されており、本稿で触れる遺構・遺

物はいずれも詳細は、今後明らかにしていく予定

だが、鎧については固着した札を中心とする大部

分を、発泡ウレタンで周囲を囲って一括して取上

げを行い、仮クリーニング処理までを実施し、部

分的に革札部分の漆膜の残存などが確認されてい

る。

本遺構の西端に掘られた径約30mの小穴から

は埋蔵銭が出土している。埋蔵銭は銭を紐で束ね

たサシの状態で発見されており、21サシが確認

されているが、差しの長短などから20サシ分が

埋められたものと推定される。

今のところ、本遺構の年代は床面よりやや上方
けびよう こうろ

で出土している、古瀬戸の花瓶・香炉などの遺物

の年代観から、13世紀後半～14世紀前半と考

えられる。

4．まとめ

本稿では、調査時に得られた所見に基づき、遺

跡の概要と特徴的な遺構･遺物について紹介した。

本遺跡で発見された遺構・遺物は多様であり、詳

細な遺跡の成立や変遷、遺構･遺物の性格付け等、

本稿で取り上げたもの以外でも検討課題は多岐に

渡る。現段階で考えられる本遺跡の変遷は次のよ

うになる。

本遺跡は、少なくとも13世紀中頃までには竪

穴建物が造られるようになり、本格的な土地利用

が開始される。13世紀後半～14世紀前半には

竪穴建物群が形成され、士坑・ピットなどの遺構

数も増加するなど土地利用が活発化する｡その後、

15世紀代になると竪穴建物は継続して造られる

ものの数は減少し、士坑、ピット、溝等が中心と

なる。また人骨、獣骨を伴う遺構はこの時期に多

く、一帯が埋葬地として散漫に利用されるように

なったと推定される。
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鍵
写真1 北地区西側全景 写真2南地区西側全景

蕊

鰯
写真3第28号堅穴遺構 写真4第28号竪穴遺構埋蔵銭出土状況

写真5第28号竪穴遺構鎧出土状況
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小田原城八幡山古郭東曲輪第Ⅱ地点（渡辺）

所在地

調査機関

調査担当

調査原因

調査期間

小田原市城山三丁目803番58外

小田原市教育委員会

佐々木健策・渡辺千尋

個人住宅新築工事に伴う事前調査

第1次：2010年3月1日～30日

第2次：2010年5月6日～26日

122.7㎡調査面積

1．遺跡の立地

本調査地は、現在の小田原城天守閣から北西に

約250m、標高52m前後の閑静な住宅街に位

置している。箱根火山から東側に伸びた八幡山丘

陵上に位置し、現況は東向きに緩やかな傾斜をも

つ平坦面となっている。周辺は、旧石器～古墳時

代、中世、近世の埋蔵文化財包蔵地として周知さ

れている小田原市NO77遺跡が広がり、小田原城

八幡山古郭に関連する遺構が展開することもあ

り、多くの発掘調査が行われている。

とりわけ県立小田原高等学校地内では、 5次に

渡る発掘調査が行われている。中世小田原城に関

連する堀や土塁が調査され、小田原城の歴史的変

遷を考える上でも重要な成果を挙げている。

また､本地点が位置する八幡山古郭東曲輪では、

東側に隣接する第1地点が平成17年に調査され、

中世の遺構としては、方形竪穴状遺構1，土坑4、

溝状遺構1などが検出されている。現在、第1地

点については、国史跡に指定され、遺跡公園とし

て整備されている。

2．調査に至る経緯と調査経過

今回の調査は、個人住宅の新築工事に先立ち、

小田原市教育委員会が主体となって事前の調査を

第1図調査区位置図(1/25,000）

実施したものである。

第1次調査は、2010年3月1日より、発生土

処理の都合から､調査区を二分し調査を開始した。

第1区とした南東側では、近・現代の撹乱が著し

く、遺構・遺物は確認できなかったため、 3月3

日には北西側の第2区の調査を開始し、30日ま

でに一度埋め戻しを行い、調査を完了した。

第2次調査は、第1次調査で検出された2号石

積みについて､追加調査の必要が生じたことから、

調査区を部分的に拡張し、 5月6日より調査を開

始し、26日に調査を終了している。

3．調査の概要

本地点においては、戦国時代末期のものと考え

られる石積み2、集石1、石列1、溝状遺構1，

土坑3，ピット2，硬化面、近代以降の溝状遺構

1，士坑1，ビット6を検出した。以下、戦国期

の遺構について、説明を加える。

1号石積みは調査区中央で検出された。石積み

は北端部分にのみ残存し、直径30～50cmの円
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している。 1号石列の掘り方に比べ幅広で石列も

残されていなく、1号石積みまで延びているかも

不明であるが、2号溝が1号石列と同様の機能を

もった石列の掘り方の可能性も考えられる。

1号石積みと2号石積みの間のローム層直上で

は、部分的ではあるが硬化面が検出された。調査

区の南北では約65cmの高低差が認められ、 1

号石列の北側には中世の盛土の痕跡も認められる

ことから、石積みや石列は階段状の道路遺構を構

成しているものと考えられる。

4．まとめ

石積みと階段状道路遺構が検出されたことが大

きな調査成果である。遺構の性質上、出士遺物

が乏しく、遺構の年代を特定することは難しい

が、本地点周辺は、近世以降「お留め山」として

立ち入りが制限される区域になっており、近代ま

で開発が及んでいない地域である。このことを裏

付けるように、調査区全体においても、出土遺物

は16世紀後葉か近代以降のものに限られている。

道路遺構面上から16世紀代の遺物が数点出土し

ている点や2号石積みを破壊する遺構覆土に近

代の遺物が含まれている点を考えると、本地点の

石積みと道路遺構は、近代に破壊された16世紀

後葉の遺構と位置付けることが妥当と考えられ

る。

階段状道路遺構については、三の丸弁財天跡第

Ⅱ地点に類例が認められる。幅6mに及ぶ道路遺

構は、中世小田原の道路遺構の中では、平地部に

おいても上等のものに位置付けられよう。天正

18年（1590）の小田原合戦時には、現在の本丸

付近に当主氏直、小田原高校付近に先代氏政が所

在していたとされることから、本地点の道路遺構

は両者を結ぶ重要な道であったとことが想定され

る。中世小田原城の空間構造を考える上でも、重

要な発見であると言える。

これまで、小田原城跡においては水路や井戸な

礫が2段積まれていた。掘り方と考えられる幅約

1.Om，深さ約40cmの溝が、南北軸から約30

度振れて北東一南西方向に直線的に走り、調査区

外へと延びている。石積みは北西側を前面として

積まれていたと考えられる。

2号石積みは、 1号石積みに平行するように約

6.5m西側で検出された。直径約30～70cm程

度の河原石による石積みで、円礫と角礫を用い、

南東側を石積みの正面として石の平坦面を据えて

いる。現況では良好な場所で5～6段、高さ1．2

mほどが残存している。調査区を縦断するように

長さ10．4mほどが検出されたが、中央部分でや

や折れ曲がるように延び、南北いずれも調査区外

へ展開している。南側の石積みの一部には、栗石

と考えられるような拳大の礫が充填されている状

況が確認された。

2号石積みの裏側は、地山であるローム層が高

く残っており、 2号石積みは、丘陵を削平した後

に生じた段差を土留めする役割の一方で、石を長

手に据えているものも見られることから、東側低

地部からの景観を意識した化粧石としての機能も

考えられる。

1号集石は、 2号石積みの前面で検出されたも

ので、直径約30～70cmの円礫・角礫で構成さ

れる。石材の共通性などから、 2号石積みの崩落

石と考えられ、 2号石積みの本来の高さを想定す

る上で、重要なデータとなる。

1号石列は、 1号石積みと2号石積みの間、そ

れぞれの石積みに直交するように検出された。拳

大よりやや大きめの扁平楕円形の円礫を1列に並

べた遺構で、東側は幅約40cm、深さ約10cmの

溝状の掘り方のみが残存していた。

また、 1号石列の北側4.1mの調査区北壁際

で、 2号溝を検出した。2号石積みに直交し、 1

号石列と平行の位置関係にある。幅50cm、深さ

10cm前後の規模であることを試掘調査時に確認
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どの石積み遺構は確認されているが、後北条時代

の城郭遺構に伴う石積みは初めての発見となる。

今回検出された2号石積みは、大型の石を用い、

小口面を揃えている点、一部には裏込めの栗石を

伴っている点、1.2m以上の高さに積み上げてい

る点などから、「石垣」と評価できるような特徴

を持ち合わせている。近世初頭のものと推定され

る「小田原陣図」（島原市立図書館蔵「松平文庫｣）

には、小田原城の外郭線に「是ヨリ石垣」「石カ

キ」と記されている箇所があり、小田原合戦時に

は、小田原城に石垣が構築されていた可能性は示

唆されている。

また、2号石積みは、1号石列の南北で軸がず

れ、それを境に石の選択と積み方､掘り方の有無、

栗石の有無などについて、南北で異なっている点

が注目される｡これらの差が時期や構築集団など、

何に起因するものなのかは今後の検討が必要であ

るが、後北条氏の築城技術を考える上でも興味深

い。

今後､周辺での調査事例が増えることによって、

中世小田原城の姿が、より具体的になることが期

待される。

【文献】

佐々木健策2010a「小田原本城にみる築城技術」

｢小田原北条氏の城郭一発掘調査からみるその築

城技術』発表要旨、東国中世考古学研究会

佐々木健策2010b「小田原城八幡山古郭東曲輪

第Ⅱ地点」「平成22年小田原市遺跡調査発表会」

発表要旨、小田原市教育委員会

渡辺千尋2011「小田原城八幡山古郭東曲輪第Ⅱ

地点（第2次調査)」『平成23年小田原市遺跡調

査発表会」発表要旨、小田原市教育委員会

懲
．〃

心田原城城域図
$g

『 哩等＠歩 一

蕊
尋乎餐

鰹認』

蓋：

導封

.ざ:4. ..,舟‘.H国;

:､'麺』: 申"
Z ､ 没 -

総構§､帝ﾙﾐ ＃ *

繍
溌

目
・
Ｐ
寺
撰
・
や
ｂ

ｈ

１

Ｊ

・

串

、
詔
．
邑
鐸
ｌ
評
１
、
却
！
。
・
が
り
型
今
’
緋

Ａ
Ｆ
Ｉ
。
咄
ｈ
■
期
、
１
・
『
‐
・
必

倶
“
碑
Ｆ
８
筆

■
４
・
Ｐ
ｆ
Ｌ
』
》
：
二
・
‐
、
・
鐸
鐸

凸
．
叩
１
ｆ
副
鼻
鍔

一

〃

部

“

．

，

一

》

一

辞

瀦
瀞
鮨
事
浄
獄

恥
兄
商
△
、
』
』
ｆ
、
》
、
星
窪
。
‐
ゞ
・
品
、
寺
、
岸

㎡
・
罰
、
Ｇ
１
『

孔
、
妬
出
公
騨
、
ざ
凡
苧
面
喀
》
執
浄
荊
謄

‐

、

：

轄

唯

．

ｒ
咄
肖

ti減錘鷺

菱：
蒋霊

f･鐸

出晴蘭一歳

簿
家
《

弧
さ
毛
▽
。
・
３

魂等

…袖

一
》

却嬢

癖罰水塘・空堀

一台 堀

起硅J,

瀞認

蕊

藍J=

《

Ｂ

・

幽麺

■

＄

鐸"

潅藩懲篭＝穀

第2図小田原城城域図（1/20,000）

49



第35回神奈川県遺跡調査・研究発表会

E
寸

○

＋ ＋画

’ ．’

り

屋
輯
の
昌
唖

’
○

十 十

三
口
料
飼
・
函
碗

１画

吋
／

漣
鱒
鞭十 ＋~

Z

韓
料
中
［

１
劣
乙

㈱
（
ｇ
三
）
図
個
壷
や
吊
穐
図
回
伺
硲
肥
円
巾
Ｎ
・
図
箪
佃
蝉
廻
国
、
髄

I

鱗諒
鱒
並
雷

＋
0

I
利

『
ず
函

篤
判
中
園

〃
函

デフ

…

蕊
十 十”

＠匙壗
判
巾
的

侭
“
鋤
Ⅷ
畔
》
》
一
《
）

三

函
山

〃

◎ 、

鍵
ー 〆〆〆

／／／／

ググググ

守
く

、
〃

○

./写ヲ./写ヲ鍵
咋
［

＋ ＋ ＋画 ｡

第

me.Z9
－

V

－

V

50



小田原城八幡山古郭東曲輪第Ⅱ地点（渡辺）

匂 画

_鰍画
鶴

澱

》丙馨

写真1

調査地遠景

(南西から、左側の高まり

が調査地）

灘譲溌

鐸

鍵
蕊

》
謹
鳶

鍵

羅
蕊

撰
》
鍵

鰹辮

灘
識蕊

韻

蕊
識 錘

課

議蕊 写真2

1号石列と道路状遺構

(南東から、手前は1号石

積み掘り方、奥は検出中の

2号石積み）

噛零

写真3

2号石積み（南東から）
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写真4 2号石積みと階段状道路遺構（南西から）

写真5 2号石積み栗石（北西から）

第4図『小田原陣図』（島原市立図書館蔵）

解読図（『小田原市史』城郭編より）

写真6 2号石積み積み石状況（南東から）
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三溪園旧松風閣（青木・鈴木）

さんけいえんきゆうしょうふうかく

横浜市三溪園|日松風閣

－明治時代の煉瓦造建築原三溪の養祖父原善三郎の別邸跡一
あおきゅうすけ すずき しげのぷ

青木祐介・鈴木重信

所在地

調査機関

調杳担当

横浜市中区本牧三之谷58番1号

(財）横浜市ふるさと歴史財団

青木祐介（横浜都市発展記念館）

鈴木重信（埋蔵文化財センター）

坂上克弘（三殿台考古館）

横浜市域の近代遺跡に関する学術調査

平成22年9月17日～10月24日

約20㎡

調査原因

調査期間

調査面積

1．遺跡の立地

三溪園は生糸貿易で財をなした実業家原三溪

(1868～1939)が、自邸内に各地の古建築を移

築して整備した庭園である。明治39年(1906)

に開園（現在の外苑部分）すると､多くの芸術家・

文化人たちが交流する舞台となった。現在は臨春

閣や聴秋閻など全10棟が国の重要文化財に指定

されており、平成19年(2007)には国の名勝

に指定されている。

調査対象である旧松風閣（園内には同名の展望

台施設があるため、本報告では「旧松風閣」と表

記する）は、園内外苑の丘陵上の南端に位置し、

東側から開析された小支谷の谷頭部の一画に平

場を造成して建設されている。その標高は31~

34mを測る。

旧松風閣は、三溪園の整備が始まる以前の明治

20年（1887）頃に、原三溪の養祖父にあたる原

善三郎(1827～1899)の別邸として建てられ

たとされる。善三郎の孫娘屋寿の母校跡見学校の

創立者跡見花践は、明治21年(1888)に本牧

を訪れた際、海を望む絶景を誇った原家別荘につ

第1図調査付置図（1/25,000）

いて、「山の絶頂構洋館」と記している（『跡見花

践日記別巻」2007)。

善三郎の死後、原家を継いだ青木富太郎、すな

わち原三溪が本牧の敷地内に自邸「鶴翔閣」を建

設すると、旧松風閣は三溪の来客をもてなすゲス

トハウスとして用いられるようになった。大正元

年(1912)には大規模な増築がおこなわれ、三

溪の美術コレクションの収蔵庫としても利用され

ていた｡当時の旧松風閣を伝える画像資料として、

2枚の絵葉書がある（第2 ．3図)。第2図の2

階建て煉瓦造建築が、現存遺構に相当する。第3

図をみると、煉瓦造建築のほかに複数の和風建築

が連なっており、大正元年(1912)の増築後の

状況と考えられる。

建物は大正12年(1923)の関東大震災で大

きな被害を被ったと考えられ、煉瓦壁が崩れ落ち

た状態で今日に至っている。
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歴史財団埋蔵文化財センターと共同で実施した。

3．調査の概要

（1）遺構

建物の棟方向は、N-35｡ -Eを指向し、内部

の規模は、8.86m×4.22mを測る。その面積は

およそ37．4㎡である。遺構は南東面する出入り

口をもち、北側が地下室、南側がコンクリート床

の空間で構成されている。

【出入り口部】

出入り口は南東壁面に設けられ、煉瓦壁外面に

沿って洗い出し仕上げの床面が連続する。内側に

は切石が一列に配され、上面の一部に鉄製のレー

ルが遣存する｡切石にはほぞ穴状の彫込みがあり、

レール固定用と判断できる。レールが1本である

ことから扉は両開きの引き戸で、洗い出しと切石

の配列状態から、出入り口は2箇所に設けられて

いたと考えられる。洗い出しの下、煉瓦壁の中央

にあたる位置に、補強用とみられる幅15cm、厚

さ1cmの帯鉄板の一部が確認されている。

【コンクリート床部分】

床面のコンクリート厚は10cm前後で、床面

のレベルは、北側が高くて洗い出し上面とほぼ等

しく、南側が最も低い。南隅には径20cm程の

土管が埋設されており、管路は南西壁方向に延び

ている。土管との関係から床面のレベル差は本来

的なものと判断される。地下室との境界部には、

南東壁中で確認されたものと同規格の帯鉄板が遣

存し、南東側端部付近で互いに直交していた。

【地下室】

地下室の規模は、北東一南西方向4.0m、北西

一南東方向4.22mで、深さはコンクリート床上

面から1.40mであった。床は土間で、上面は堅

く締まっており、地山の灰黄色粘土層上に層厚

10cm程の盛土を施して床面を形成している。

床面上には南東壁沿いに3点、南西壁沿いに，

』 b画画．.届 P .叩. b､』 ．､ .』 . P.．… .叩P 』. b. .…凸面群℃…1ｺ箭号 』叩嗣P宙記ﾜﾜ謹鎚bず孔告拓…』■■

第2図 ｜日松風閻三溪園保勝会所蔵

識＊蕊藻蕊徽戦駕篭吟鋤“､篭!誤‘鰯蕊轆施

第3図 ｜日松風閻全景三溪園保勝会所蔵

2．調査に至る経緯と調査経過

前述のとおり、旧松風閣は明治20年(1887)

頃に原善三郎の別邸として建てられたとされる。

関東大震災の影響により、明治・大正時代の煉瓦

造建築の過半が失われている横浜では、明治20

年頃の遺構が現存している点できわめて貴重であ

り、また建設が三溪園の開園以前にさかのぼるこ

とから、原家と本牧の地との関わりを示す最古の

遺構としても注目される。

調査にあたっては建物内部を8つの調査区（1

～8区）に分割し、西側半分に人力では撤去不可

能な煉瓦塊が残っていたため、今回の調査では、

東側半分のl区～4区を対象とした。内部に堆積

していた瓦礫を人力で除去しながら遺構の底面を

確認し、断面図の作成と遺物の採集をおこなっ

た。調査は所有者である財団法人三溪園保勝会の

全面的な協力をもとに、横浜都市発展記念館の平

成22年度調査研究事業として、横浜市ふるさと
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機能が考えられるが、詳細は不明である。地下室

は床面に根太などの痕跡がないことから土間で

あったと考えられるが、出入り口に面して昇降施

設が確認できないことから、上部には板材の天井

（1階床）が張られていたと推定される。用途は

倉庫と考えるのが妥当であろう。 2階への昇降施

設も確認されておらず、間取りを含めた建物各部

の用途の解明は今後の課題である。北西壁のアー

チとその南側（建物外側）の石積みアーチとの関

係が一つの鍵となるのではないかと思われる。

出土した煉瓦に認められた4種の刻印のうち、

｢か六」「片山」の2種は横浜市内で初めて確認さ

れた刻印である｡これと同一の刻印をもつ煉瓦が、

愛知と岐阜にまたがる愛岐トンネル群（明治29

年着工、33年開通）で使用されており、当時の

事業別工場名鑑である「工場通覧」の記載から、

製造者は愛知県の片山煉瓦と考えられている。

ところが明治44年（1911）発行の『工場通覧』

によると､片山煉瓦の創業年は明治26年(1893)

となっており、これが正しいならば、明治20年

(1887）頃建設とされてきた旧松風閣の建設年代

と矛盾が生じてしまう。

しかし、遺構の観察結果からすると、崖上から

少し奥まった立地や建物規模、耐火構造としての

煉瓦造などの点から、現存する遺構は松風閣のメ

インの建物と考えるよりは、むしろ美術品の収蔵

庫としてのちに増築されたと考える方が理解しや

すい。明治20年（1887）頃に初代の松風閣が

建てられたとして、この煉瓦造建築が当初のもの

と断定する資料がない以上、増築部分である可能

性も考えられることを指摘しておきたい。

点、中央部に2点の計6点の礎石が検出された。

いずれも寸法は不統一で、とくに中央部の礎石は

2点とも断面が凹字形に加工され、中央に穿孔が

みられることから、転用材とも考えられる。

地下室壁面の煉瓦積みは、地上の壁面と同じく

すべてイギリス積みであるが、内壁面によって根

積部の見え方が異なる。北東壁中央部では、煉瓦

壁の下部に厚さ20cm以上のコンクリート基礎

が確認された。

（2）出土遺物

出土遺物は、煉瓦、タイル、土管、陶磁器、ガ

ラス製品、金属製品など多岐にわたり、多くは地

下室のある1 ．2区から出土している。圧倒的多

数を占めるものは煉瓦で、いずれも崩れ落ちた外

壁を構成するものとみられる。その他、窓と思わ

れる厚手の板ガラス、窓の鉄格子の一部、同じく

外壁に取り付けられた折釘などが出土している

が、全体的に生活什器類はごくわずかである。

赤煉瓦はいずれも手抜き成形の煉瓦で、「司上」

｢山型に両頭斧」「か六」「片山十漢数字」の4種

類の刻印が確認できた。なかでも「片山」の刻印

が最も多く、漢数字の違いでさらに10種類に分

けられる。

タイルでは、瀬戸産の印花文敷瓦およびスレー

ト製タイルが注目される。印花文敷瓦は2種の厚

みをもつものがあり、それぞれ床および壁面に

貼ったものと推測される。スレート製のものも正

方形の形状から瓦ではなくタイルと判断した。

4．まとめ

旧松風閣の煉瓦造建築は、南東側に2箇所の両

開き引き戸の出入り口をもち、北側に地下室、南

側にコンクリート床の空間を配した構造であるこ

とが判明した。

コンクリート床部分は南隅に土管が埋設されて

おり、水を使用する空間、たとえば調理場などの

＊本報告は、青木祐介・坂上克弘・鈴木重信「三

溪園旧松風閣調査報告」（『横浜都市発展記念館紀

要」7号、2011年）から抜粋・編集した。
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写真1 調査前遺構全景（北東より）

』軽
ギ

哩凸

写真2調査後遺構全景（北東より）

58



三溪園旧松風閣（青木・鈴木）

学

塁憩蔑華辮雷. .瀞“ 陛舞－4雫報

(南東より）写真3 写真4地下室床面・礎石検出状況（北東より）地下室内瓦礫堆積状況

写真5南西壁と北西壁南側の遣存状況（東より）

写真7 コンクリート床部分（東より）写真6北西壁南側アーチ部分（北より）

59



第35回神奈川県遺跡調査・研究発表会

！I
一

－－－

－－－－，

1
！ ’
1ド

I I

’
’’

’’
’’

’
一り

一

１
１

ハ

I

、
にﾆｰﾆｰﾆﾆｰニーーニニーノ

、、ｒ
ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｈ
Ｆ
、
／
Ｉ
Ｌ
一

i
一

一

詞壬罫弐

一
一

一
章

『
号

壷

季

一
宗
評

宛
》

埼
予

一
》

｜

》

叶

二
全
壷
器

一

奇

エ

ー

髭

千一1

Ｉ

I ｌ
ｌ
ｌ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

r

I

１
１
１

Ｉ

棚
榧
潟
栂I

0 20cm

■ＩⅡ

第6図煉瓦・タイル（ただし刻印は原寸の40％）

60



第35回神奈川県遺跡調査．研究発表会

発表会担当役員◎栗田一生・鯉渕義紀．橋口豊．山田光洋

第35回神奈川県遺跡調査・研究発表会発表要旨

編集第35回神奈川県遺跡調査・研究発表会発表会担当

発行神奈川県考古学会

発行日 2011年（平成23年) 11月26H

印刷有限会社フアースト TEL. 044-245-2157




